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雌雄差（写真１）と種の多様性には様々な関
係が見られ、正負の相関、無相関が報告されて
います。これらの関係の背後にあるメカニズム
について様々な議論がされてきましたが、なぜ
多様な関係が報告されるのかはまだよく分かっ
ていません。これまでの研究では、殆どの場合、
系統群を基本単位として傾向が探られてきま
したが、近年、地点を基本単位とした手法が用
いられ始めています。

今回の論文では、この系統群と地点を基本単
位とした手法を融合することで、雌雄差と種多
様性の間に見られる関係がなぜ多様なのかを
明らかにできるのではないかという提案をし
ました。

はじめに、進化学の主要な現象とされる「雌雄差」と生態
学で重視される「種の多様性」という、これまでほぼ独立に
研究されてきたテーマが密接にかかわっていることを過
去の研究をもとに示しました（図1）。次に、相関の背後に
多様なメカニズムが働いていることを説明しました（図2）。
そして、今後の課題として、1) 多様な関係（図1）と、多様な
メカニズム（図2）は実際に因果関係で結ばれているのか、
2）それぞれの生き物で重要な役割を果たすメカニズムは
違うのか、3) 環境により、メカニズムの重要性が変わるのか、
などを明らかにする必要性について、アフリカのシクリッ
ドやハワイのショウジョウバエなどを材料
に挙げながら検証を行う手法について議論
しました。

手法については、系統群を基本とした手法と、地点を基
本とした手法それぞれの利点や不十分な点を示しました。
これら手法はお互いの不十分な点を補い、利点を伸ばしあ
えるため、双方を合わせて用いることを提案しました。具
体的には、系統群を基盤とした手法が得意とする種分化の
効果を考慮しつつ、地点を基盤とする手法が得意とする地
域的な絶滅や共存の機構など、環境要因とともに変化する
メカニズムを実験的に検証できます。今後、実際に関係を
作り出すメカニズムを探索し、実験的に検証を行うことで、
現象をより深く理解できると考えられます。

研究ハイライト─

雌雄差と種の多様性：系統群から地点へ

RESEARCH HIGHLIGHTS

▲図 1 これまでに報告されている「雌雄差」と
「種の多様性」の相関

京都大学生態学研究センター　研究員
専門は生物間相互作用、生態学

辻 かおる
つじ　

（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　  （b）

▲写真１　雌雄差の例

(a) ジョロウグモ Nephila clavata の雌雄。左の大きい個体が雌で、右上の小さい個体が
雄。体サイズにおける顕著な雌雄差の例。

(b) オシドリ Aix galericulata の雌雄。左手前の個体が雌で、右奥の色彩豊かな個体が雄。
色彩における顕著な雌雄差の例。撮影者 : Wolfgang Vogt

（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（b）

　　　　　　　　　▲図 2　(a) 雌雄差が種の多様性に与える効果
　　　　　　　　　　　　　(b) 種の多様性が雌雄差に与える効果　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



Uno  H, St i l lman  J (2020) Lifet ime 
eu r y ther my by seasonal ly matched 
thermal performance of developmental 
st ages in an annual aquat ic insect . 
Oecologia 192:647-656 DOI: 10.1007/
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四季の変化に応じて、生物は一生のうちで様々な温度
を経験します。またその温度は場所により年により変化
に富むものです。温度は生物の生存呼吸成長などあらゆ
る側面に大きな影響を及ぼしうる環境要因ですが、その
ような環境中の温度の多様性に生物はどのように対応し
ているのでしょうか。本研究では特に一年生の生物が環
境中での温度の一日・季節・年変動および場所による異
質性にどのように適応しているのかについて研究しまし
た。カリフォルニア全域に生息するEphemerella maculata 
というマダラカゲロウ科のカゲロウの一種をモデル生物
として、データベースの解析・野外での観測・飼育実験
などを組み合わせて同種の様々な生活史段階における温
度耐性について調べ、温度がその年一化の生物に与える
影響についてあらゆる角度から検証を行いました。

対象種は年一化のカゲロウで、多くの種と同様に同種
内では生息地ごとに生活環が同調しています。７月に産
卵が行われると夏の間卵は休眠し、１２月ごろ孵化、温
かくなってくる３－５月ごろに幼生は急速に成長して６
－７月に一斉に羽化・産卵を行います。野外での観察及
びデータベースの解析から、水温の高い地域・河川およ
び同じ河川の中でも生息地からは本種は幼生が早く成長
して早い時期に羽化が起こることが分かっていました。
また、５年にわたる本種の観察から、干ばつにより河川
水温の高い年には羽化が早く起こることもわかりました。

卵・初期幼生・後期幼生を対象とした飼育実験により、
各生活史段階のあらゆる温度下での生存率及び成長速度

（次の生活史段階への移行時間）について調べたところ、
①同種でも生活史段階により生存の最適温度
が異なり、各生活史段階が自然条件下で出現
する時と場所の温度に近い温度に最適温度が
あること②生活史段階の移行も温度依存的
で、幼生の羽化は高温条件下で早く、卵の孵
化は高温条件下で遅くなることが分かりまし
た。また、短期暴露実験から、卵は短期間非
常に高い温度にも耐える性質を持っているこ
と、さらに呼吸速度が非常に低く温度依存性
もないことから通常夏場に発生する卵は休眠
に入っていることが示唆されました。以上の
結果を合わせると、年一化の本種は季節的に
変化する温度に対して、生活史段階により異

なる温度耐性を示し、さらにそれぞれ最適な季節に発生
するように温度依存で生活史移行タイミングを変更する
ことにより適応していることが明らかとなりました。水
温の高い年や温度の高い場所においてはより長い間耐熱
性のある卵として休眠し、水温の低い年や場所において
はより成長のポテンシャルのある幼生期として長い期間
を過ごします。

気候変動や土地利用の変化により河川を含む環境中の
温度は大きな変化にさらされています。本研究は年一化
の生物が一生の生活史を通じてそのような温度変化に適
応している例を示しており、年一化の生物は多くの研究
で単独の生活史段階の温度耐性によって推定されている
よりは幅広い温度環境で生きていくことができる可能性
を示しています。ただ、このような生活史適応のメカニ
ズムは自然環境下で見られる温度が春に徐々に上昇して
秋に徐々に下降するという温度変動パターンに依存して
いるため、一部のダムの操作などによる急激な河川水温
の低下や上昇には
生物はより敏感に
反応するかもしれ
ません。生物の環
境変動への応答に
ついて、生活史を
通じた評価を行っ
ていく必要があり
そうです。

─研究ハイライト

▲図 C　自然河川の温度の多様性。地域、流程、瀬淵構造、年変化、自然河川ではあらゆ
るスケールでの温度多様性があり、生物はそれに適応している。

▲図 B　飼育実験の様子。

▲図 A　実験に用いられた様々な生活史段階のカゲロウ。
左から後期幼生、卵、初期幼生。

宇野 裕美
 う   の     ひろ  み

京都大学生態学研究センター　特定准教授
専門は河川生態学・生物間相互作用

一年生生物の自然界の温度の時空間異質性に対する適応
RESEARCH HIGHLIGHTS
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2019年度　生態研セミナー開催報告

その他のお知らせ─

◉生態研セミナーは、生態学研究センターの共通セミナーとして、センターの第二講義室で開催しています。毎月第3金曜日開催（3月・8
月は除く）の「定例セミナー（通し番号有）」と、不定期にゲスト講演者を囲んで行なう「スペシャルセミナー」から成り、どちらも一般公開さ
れています。2019年度は計16回開催しました。

開催日 タ 　 イ 　 ト 　 ル 講 演 者 所 　 属
スペシャル 4 月 17 日 Coevolutionary vignettes of (mostly) mutualistic interactions Allen Herre Smithsonian Tropical Research Institute, 

Panama

第 305 回 4 月 19 日 水域生態系の真菌類：多様性、時空間変動および生態系機能 鏡味　麻衣子 横浜国立大学大学院環境情報研究院

水域生態系における細菌の群集集合と炭素蓄積のフィードバック 三木　健 龍谷大学理工学部

第 306 回 5 月 17 日 “メタ”生態系解析のためのバイオインフォマティクス 岩崎　渉 東京大学大学院理学系研究科

有毒アオコ原因ラン藻とウイルスの相互作用 森本　大地 京都大学大学院農学研究科

スペシャル 6 月 10 日 Creating empirically-validated models of pelagic larval dispersal Michael Bode Queensland University of Technology

A new population statistic for comparative plant demography - Inter-stage 
flow matrix 

横溝　裕行 国立環境研究所

第 307 回 6 月 21 日 画像定量における表現学習の利用と理解を通じた植物フェノタイピングへ
の挑戦

戸田　陽介 名古屋大学トランスフォーマティブ生命
分子研究所

安定同位体を用いた生態学研究：今後にむけて 木庭　啓介 京都大学生態学研究センター

第 308 回 7 月 19 日 中型土壌動物の群集構造と様々な森林攪乱の関係 長谷川　元洋 同志社大学理工学部

土壌生態学からみた保全農業の設計 金子　信博 福島大学食農学類

スペシャル 8 月 2 日 Combining machine learning and computer vision to address challenges in 
multi-scale plant phenotyping for crop improvement 

Ji Zhou Earlham Institute (EI), Norwich Research 
Park (NRP), UK /  Crop Phenomics, 
Nanjing Agricultural University, China

第 309 回 9 月 20 日 植物による病原菌・内生菌の認識と制御 西條　雄介 奈良先端科学技術大学院大学　先端科学
技術研究科

細胞から見る植物の１日 小山　時隆 京都大学大学院理学研究科

第 310 回 10 月 18 日 侵入先で毒性を発揮するアズマヒキガエル〜国内外来種の脅威を探る〜 岸田　治 北海道大学北方生物圏フィールド科学セ
ンター

分子遺伝解析に基づく固有種を中心とした琵琶湖産魚類の起源と歴史 田畑　諒一 滋賀県立琵琶湖博物館

スペシャル 10 月 21 日 Functional response of competing residents and invaders to environmental 
variability

Horst Malchow Institute of Environmental Systems 
Research School of Mathematics / 
Computer Science, Osnabruck University 

Spatiotemporal patterns in a predator-prey model with Holling type IV 
functional response 

Merlin C. 
Kohnke

Institute of Environmental Systems 
Research School of Mathematics / 
Computer Science, Osnabruck University 

スペシャル 10 月 24 日 Bacalar lagoon microbialite reefs Luisa Isaura 
Falcón Alvarez

Universidad Nacional Autónoma de 
México

The use of microalgae as a bioassessment tool in large-scale aquatic 
surveys within the United States 

Christine L. 
Weilhoefer

Visiting Associate Professor, Center for 
Ecological Research, Kyoto University / 
University of Portland

第 311 回 11 月 15 日 ポリアミン－CO2を捕捉する生体物質～ 安元　剛 北里大学海洋生命科学部

内生菌が関与する鉱山跡地・自生植物における金属耐性機構の解明 山路　恵子 筑波大学生命環境系

第 312 回 12 月 20 日 森里海連環にむけた社会連携の構築の試み 徳地　直子 京都大学フィールド科学教育研究セン
ター

土壌微生物の窒素循環機能と環境応答 磯部　一夫 東京大学大学院農学生命科学研究科

第 313 回 1 月 17 日 哺乳類のゲノム機能はどのように獲得されたのか？―ゲノムインプリン
ティングとレトロトランスポゾン由来の獲得遺伝子―

石野　史敏 東京医科歯科大学難治疾患研究所

ゲノム内の寄生と共生：シロイヌナズナのトランスポゾンと配列特異的
抗抑制系の進化

角谷　徹仁 東京大学大学院理学系研究科

第 314 回 2 月 21 日 数理的アプローチと実証的アプローチの融合による生態学現象の理解促進 立木　佑弥 首都大学東京大学院理学研究科

エネルギーで読み解く微生物相互作用と微生物代謝の進化 瀬戸　繭美 奈良女子大学理学部

スペシャル 2 月 28 日 Multi-scale crop phenomics for breeding resource use efficiency 
cereal crops between the UK and China 

Ji Zhou Data Sciences,Cambridge Crop 
Science, UK;  Crop Phenomics, 
Nanjing Agricultural University, 
China
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京都大学生態学研究センター
  運営委員会（第 72 回）（メール審議）議事要旨

審 査 期 間：　令和２年３月１７日（火）～３月２４日（火）

（報　告）
１．生態学研究センター運営委員会委員の構成について
　　　資料１と２に基づき、次年度の運営委員会委員が報告された。

２．教員の人事について
　　　資料３に基づき、准教授人事において研究員の本庄三恵氏が選

出され、総合地球環境学研究所との人事交流を終えた、奥田昇准
教授が、センターに復帰することが報告された。

３．全学経費の国際シンポジウム（百花繚乱Ⅱ）について
　　　資料４に基づき、京都大学全学経費の支援による「百花繚乱」

シリーズ２回目となる国際シンポジウムを開催した。当日は若手
研究者を中心に 200 名以上の参加し、活発な議論が展開されたこ
とが報告された。

４．生態研セミナーのネット配信について
　　　資料５に基づき、生態研セミナーは YouTube を使ったネット

配信を開始し、遠方からの参加者も出席できるようになった。ま
た新型コロナウイルス感染防止のために、集会が中止となった３
月７日の日本生態学会第６７回大会で、このシステムを使って受
賞記念講演が実施され、国内外から多数のアクセスがあったこと
が報告された。

５．現況調査表について
　　　資料６に基づき、平成２８年度から、今年度までの当センター

現況調査表を作成しており、来年度の大学改革支援・学位授与機
構による審査を受けることが報告された。

６．研究成果活用企業について
　　　資料７に基づき、東樹准教授の研究成果を生かしたベンチャー

企業を立ち上げたことが報告された。

７．DIWPA － IFBC、NIE 連携研究室について
　　　資料８に基づき、今年度の DIWPA 国際フィールド生物学コー

スをインドネシア・Cibodas 植物園内の小河川で開催したことと、
センターの客員研究員室について、韓国国立生態院の連携研究室
と位置づけ国立生態院の研究者が滞在するときには、NIE 連携研
究室と呼ぶこととしたことの報告があった。

８．生物多様性・生態系研究基金について
　　　資料９に基づき令和元年９月に「生物多様性・生態研研究基金」

を創設し、高額を含む複数の寄付が寄せられていることが報告さ
れた。

９．中国科学院応用生態学研究所との MoU について
　　　資料９に基づき、令和元年 10 月に、中国科学院応用生態研究

所と MoU を締結したことが報告された。

10.	令和元年度　協力研究員受入れについて
　　　資料 10 に基づき、令和元年度の協力研究員受入れについて報

告された。

11.	令和元年度　職員の兼業について
　　　資料 11 に基づき、令和元年度の教員の兼業状況が報告された。

12.	令和元年度　外部資金の受入れについて
　　　資料 12 に基づき、令和元年度に受入れた外部資金等が報告さ

れた。

13.	令和元年度・令和２年度　研究生の受入れ等について
　　　資料 13 に基づき、令和元年度に受け入れた研究生、および次

年度に受入れ予定の短期交流学生が報告された。

14.	令和２年度　招へい研究員の招へい予定について
　　　資料 14 に基づき、次年度に受入れ予定の外国人招へい研

究員が報告された。可知委員から、このうち４月受入れ予定の

METELMANN 氏について、新型コロナウイルスの影響の質問が
あり、中野センター長から、現在ビザ取消のため来日できない旨
の連絡があり、年度内の来日を調整中と回答があった。

15.	令和２年度　日本学術振興会特別研究員の受入れについて
　　　資料 15 に基づき、次年度受入れ予定の学振特別研究員が報告

された。

16. 令和２年度　外国人共同研究者の受入れについて
　　　資料 16 に基づき、次年度の当センター外国人共同研究者の受

入れ予定が報告された。可知委員より、ZHENG 氏について、コ
ロナウイルス対策の影響について質問があり、中野センター長か
ら、京都大学の他部局で研究員として雇用されているため４月の
受入には問題ないと回答があった。

17．その他
　　（１）特殊要因経費について
　　　岡田委員から、昨年度の運営委員会で報告された、当センター

の滋賀県から借りている土地代 700 万円が、運営費交付金に組み
こまれ、毎年 1.6％削減される対象になったことについて、どの
ような結果となったか質問があった。このことについて中野セン
ター長から、土地借料の案件をかかえる、京都大学の研究所・セ
ンターが集まって嘆願書を作り財務部に相談をした結果、土地借
料部分は令和４年度までの間、他の運営費交付金のように 1.6％
の削減がされない配分をされることとなった。また立ち上げた基
金で得られたお金を、土地借料に当てることは、寄付者の意向に
合わない可能性があり別に活用することとしたことが回答された。

　　前回平成３１年３月１１日開催の運営委員会（第７１回）議事要
旨（案）について、承認された。

京都大学生態学研究センター
共同利用運営委員会（第２７回）（メール審議）議事要旨

審 査 期 間：　令和２年３月１７日（火）～３月２４日（火）

（議　題）
１．令和２年度共同研究・研究集会・ワークショップの採択について
　　　次年度の京都大学生態学研究センター全国共同利用共同拠点に

おける共同研究・研究集会・ワークショップの応募について、国
際共同研究に１件、共同研究ａ１１件、研究集会に 1 件・ワーク
ショップ３件の申請があり、専門委員会で審査した結果について
説明があり、１件を不採択とする理由と、それ以外を採択する案
について、審議の結果、承認された。

２．次期生態学研究センター共同利用専門委員会委員について
　　　報告１のとおり、共同利用運営委員が交代することに伴い、専

門委員には齊藤委員に代わり内海委員に専門委員会委員に就いて
もらうことについて説明され、審議の結果承認された。

（報　告）
１．次期生態学研究センター共同利用運営委員会委員について
　　　令和２年度からの２年間について、次期共同利用運営委員会委

員について、名簿が提示され報告があった。

　　前回平成３１年３月１１日開催の共同利用運営委員会（第２６回）
議事要旨（案）、令和元年１１月７日第２７回メール審議議事要旨

（案）について、承認された。



博士
樋口　裕美子 ムツモンオトシブミの葉の加工に対するハクサンカメバヒキオコシ（シソ科）の葉型に

よる抵抗性（Resistance by the leaf  shape of  Isodon umbrosus var. hakusanensis 
(Lamiaceae) against the leaf  processing by Apoderus praecellens)

修士

鎌田　一徹　　 オオハギの送粉共生：植物と花序で繁殖する２種のカメムシの三者関係 (Pollination 
of  Macaranga tanarius: Mutualism among the plant and two hemipteran species 
breeding on inflorescences.)

菅野　友哉 森林の景観構造が野生動物に与える影響〜数理モデルによる解析〜 (The effect of  
landscape structure on wildlife in forest -analysis by mathematical model-)

鈴木　紗也華 DNA メタバーコーディングを用いた草原性クモ群集における餌利用の季節動態
(Seasonal dynamics of  food selection in  grassland spider communities using 
metabarcoding )

藤田　博昭 複雑細菌群集の時系列データを用いた群集動態の局所的安定性評価 (Evaluating 
temporal dynamics of  simple and complex microbiome communities by using 
nonlinear dynamics analysis)

李　俊男 クロユリの花浸出液の化学分析と役割（The chemistry and role of fl oral exudate in 
Fritillaria camschatcensis)
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　◆東樹宏和准教授が、令和2年度 科学技術分野の
  文部科学大臣表彰 若手科学者賞を受賞しました。
   　　「異分野融合による複雑種間ネットワークの研究」

【受賞内容】
地球温暖化による環境ストレスの激化や新奇病原生物の発生によって、世界の食糧生産が脅かされつつあります。
その中で、土壌中や植物体内に存在する微生物が注目されつつあります。今回受賞に至った一連の研究では、日本
列島全域の様々な生態系を対象に野外調査を実施するとともに、各種のビッグデータ分析を行い、植物と微生物の

「地下共生ネットワーク」の全体像を解明しました。さらに、こうした生物間ネットワークの情報を土台として、頑
健性と資源利用効率の高い農業を行う上でその中核となる「コア微生物叢」を設計する技術を開発しました。本研
究成果は、1種の生物をどのように改変・改良しても得られない次元の機能を複数生物種の組み合わせで実現する
研究領域を創成するものであり、農業に限らず、食品・医療・環境といった多様な応用分野に新たな展開をもたらす
と期待されます。

【受賞コメント】
人類共通の課題が多数絡み合う時代において、生態学が果たす役割の重要性を再認識しています。地球上の生態
系における動態の持続可能性を見据えながら、基礎研究の成果を発信していきたいと思います。

　◆辻かおる研究員が、第12回京都大学たちばな賞（優秀女性研究者奨励賞・
　研究者部門）を受賞しました。
　　　　「雌雄差が生態系において果たす役割の解明」

【受賞内容】
雄同士の戦いや雄と雌の相互作用など、同じ種の中での個体同士の関係において形質の雌雄差が果たす役割は古
くから研究されてきました。しかし、雌雄差が他の種に属する生物に影響を与える可能性も考えられます。そこで、
ヒサカキという雌雄異株植物を主材料に、花の性別に着目しながら、蕾を食べる昆虫や、蜜に棲む微生物について
研究を重ねています。これら研究により、花の雌雄差は昆虫や微生物に様々な影響を及ぼすことが明らかにされ
ました。雌雄差は、単に種内での繁殖にかかわる戦略としてだけではなく、周囲の多様な他の種に影響を及ぼす要
因としても、研究を進める意義があることが示唆されます。雌雄差が多様な生物同士の関わりの中で果たす役割
を解き明かすという独自の視点から行ってきた研究のこれまでの成果と将来の発展性が評価され、受賞につなが
りました。

【受賞コメント】
多くの方に支えていただきながら、これまで研究を続けられたこと、その研究と今後の研究の展望をこのような形
で評価していただけたことを大変有難く感謝しております。ありがとうございました。

受賞の
お知らせ
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2020年度 運営委員・共同利用運営委員名簿
運営委 員

 氏 　名 所 　属 任 　期

議長

中野 伸一 生態学研究センター長 2020.4.1～2022.3.31

第1号委員

木庭 啓介 生態学研究センター・教授 2020.4.1～2022.3.31

山内 淳 〃 〃

髙林 純示 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

酒井 章子 〃 〃

谷内 茂雄 生態学研究センター・准教授 〃

東樹 宏和 〃 〃　

奥田 昇 〃 〃

本庄 三恵 〃 〃

第2号委員

平島 崇男 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　2020.4.1～2021.3.31

村上 章 京都大学大学院農学研究科長 〃

小島 泰雄 京都大学大学院人間・環境学
研究科長 2020.4.1～2022.3.31

塩谷 雅人 京都大学生存圏研究所長 〃

速水 洋子 京都大学東南アジア地域研究研究
所長 〃

村山 美穂 京都大学野生動物研究センター長 〃

第3号委員

内海 俊介 北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター・准教授 2020.4.1～2022.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・
教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・特任教授 2020.4.1～2021.3.31

鏡味 麻衣子 横浜国立大学大学院環境情報研究
院・教授 2020.4.1～2022.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流域圏科学研究センター・
教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・
教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・准教授 〃

巌佐 庸 関西学院大学理工学部・教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・
教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

共同利用運営委 員

 氏 　名 所　 属 任 　期

議長

中野 伸一 生態学研究センター長 2020.4.1～2022.3.31

第1号委員

木庭 啓介 生態学研究センター・教授 2020.4.1～2022.3.31

山内 淳 〃 〃

髙林 純示 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

酒井 章子 〃 〃

第2号委員

平島 崇男 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　2020.4.1～2021.3.31

村上 章 京都大学大学院農学研究科長 〃

小島 泰雄 京都大学大学院人間・環境学
研究科長 2020.4.1～2022.3.31

塩谷 雅人 京都大学生存圏研究所長 〃

速水 洋子 京都大学東南アジア地域研究研究
所長 〃

村山 美穂 京都大学野生動物研究センター長 〃

第3号委員

内海 俊介 北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター・准教授 2020.4.1～2022.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・
教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・特任教授 2020.4.1～2021.3.31

鏡味 麻衣子 横浜国立大学大学院環境情報研究
院・教授 2020.4.1～2022.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流域圏科学研究センター・
教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・
教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・准教授 〃

巌佐 庸 関西学院大学理工学部・教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・
教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃
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2020年度 協力研究員名簿
氏 　 名 所 　 属 　 等 課 　 　 題 　 　 名

神谷 麻梨 龍谷大学 食と農の総合研究所・研究員 野生植物集団におけるウイルス感染と植物−ウイルス相互作用の解析

岩崎 貴也 神奈川大学　理学部・特別助教
ユーラシア大陸に広く分布する野生アブラナ科植物ジャニンジンについての
分子系統地理・適応進化研究

三木 健 龍谷大学　先端理工学部・教授 琵琶湖のプランクトン群集に関する生物多様性および生態系機能の定量化

小沢 晴司 環境省東北地方環境事務所・所長 琵琶湖をはじめとした国定公園や国内外の景勝地の再評価

Kim Bo-Moon 東京都立大学・大学院生
高等植物を中心とする生態現象をさまざまな時間的・空間的スケールで多角
的にとらえることを目指す。そのために、数理・統計モデルを用いた個体群
動態や種間相互作用や進化動態などの研究を実施する。

陀安 一郎 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・教授 各種安定同位体比を用いた生態系解析

崎尾 均 新潟大学佐渡自然共生科学センター・センター長 水辺林の生態と更新・再生

坂田 ゆず 秋田県立大学　生物資源科学部・助教 外来植物 - 在来植物の相互作用における物理的環境と生物的環境の役割

源 利文 神戸大学大学院　人間発達環境学研究科・准教授 環境 DNA を用いた淡水域における生物相モニタリング法の開発とその応用

荒木 希和子 立命館大学　生命科学部・講師 クローン性植物における分子生態学的研究

野崎 健太郎 椙山女学園大学　教育学部・准教授

1. 接合藻アオミドロ属（Spirogyra 属）の自然史研究
2. 無機酸性河川の陸水学
3. 災害時における避難所での環境水（自然水）の利用可能性
4. 自然体験型学習の効果測定

原口 昭 北九州市立大学　国際環境工学部・教授 泥炭地生態系の一次生産と分解機能の解析

由水 千景 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・研
究員 安定同位体比を用いた水域の物質循環研究

森 豊彦 人と自然の共生ネット・会長 生態学的手法による地域活性化

今井 一郎
滋賀県立琵琶湖博物館・特別研究員 / 北海道大
学・名誉教授

植物プランクトンの生理・生態・生活環
有害有毒赤潮の発生機構・発生予知・発生予防と駆除
アオコの微生物学的防除および発生予防

亀田 佳代子 滋賀県立琵琶湖博物館・専門学芸員 生態系における鳥類の機能の解明

高野（竹中） 宏平 長野県環境保全研究所・研究員 サトイモ科植物の送粉生態及び希少植物の保全

村中 智明 鹿児島大学・学振特別研究員 PD
ハクサンハタザオおよびアオウキクサ属植物を用いた概日時計機構の分子進
化生態学

岡崎　友輔
産業技術総合研究所　生物プロセス研究部門　生
物資源情報基盤研究グループ　日本学術振興会　
特別研究員（PD）

環境ゲノム解析を活用した琵琶湖微生物生態系の研究

その他のお知らせ─

2020-2021 年度の協力研究員を募集しています

生態学研究センターでは全国共同利用研究施設として、開かれた研究活動を活発化するために、協力研究員制度を設け
ています。協力研究員は、担当教員と相談のうえ、施設の一部をセンター員に準じて利用することができます。共同利
用施設の利用にあたっては、共同利用研究申請書を提出し、所定の手続をしてください。協力研究員は、本センターの
協議員会の議に基づきセンター長が委嘱します。なお、協力研究員は生態学研究センターの研究活動の協力者であり、
生態学研究センターに在籍する身分として認められるものではありません。

任期：2020 年 4 月 1 日〜 2022 年 3 月 31 日までの 2 年間
・申請は随時受け付けています。
・申込書を生態学研究センターのホームページ（http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/fellow.html）からダウンロード
いただき、下記の共同利用担当までメール添付にてお申込み下さい。
-------------------------------------------
 　【申請・問い合わせ先】
 　〒 520-2113　滋賀県大津市平野 2 丁目 509 － 3
 　京都大学生態学研究センター・共同利用担当

    電子メール：kyodo-riyo[at]ecology.kyoto-u.ac.jp（[at] は @ に変えてください）
   電話：077 － 549 － 8200 



日付 学校名 内容 担当・講演者 開催場所

6 月 14 日　滋賀県立膳所高校 施設見学、実験室訪問、研究内容説明 髙 林、 程 木、
古川 生態学研究センター

7 月 29 日 京都府立嵯峨野高校
植物プランクトンの生態 中野 生態学研究センター、

総合地球環境学研究所水でつながる人といきものの世界 - 流域地図で考えよう 谷内

8 月 17 日 京都大学サマースクール
2019 昆虫と植物のコミュニケーションを解読する 髙林 京都大学国際交流ホール

Ⅲ

10 月 2 日 島根県立出雲高校
なぜ春がわかるのか？季節を測る植物の分子メカニズム 工藤

生態学研究センター

生物の数の変化をシミュレートする。 山内

11 月 8 日 滋賀県立膳所高校 生態学への招待：植物の香りはどのような役割を持って
いるか？ 髙林

11 月 12 日 大津市立瀬田北中学校
寄生蜂の不思議 髙林
生物の数の変化をシミュレートする 山内

2 月 6 日 草津市立高穂中学校 職業講話 酒井 高穂中学校
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新型コロナウィルスの感染拡大を通じ、「生物としてのヒト」を
生態学の観点からもう一度丁寧に捉え直す必要が生じているよう
に感じます。今後、社会の「新常態」を設計する上でも、SIR モデル
に代表される生態学的な知見が導入されていくでしょう。教育・
研究の環境が制限される中で「この状況下でも実は結構できること」
を探しながら、未来を思い描いていきたいですね（東樹宏和）。

─その他のお知らせ

表 紙について 　 　 　 　 　 　 　 　 　

編集後記
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新入生関連の行事として例年開催しているオープンキャンパス（京
都大学東京オフィス）、インターラボ、生物系合同入試説明会について
は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、いずれも中止とした。

生態学研究センターにて開催予定だったオープンキャンパスについ
ては、ビデオ会議システムを使用したオンライン開催で行った。

日本に４つある世界自然遺産の中の一つである、小笠原諸島。
多くの島は第３紀の海底火山の隆起によって形成され、特に尾根
部の土壌は浅く、乾燥に適応してきた樹種からなる乾性低木林が
広がる。そこの樹木種の約70％は小笠原固有種である。小笠原諸
島には年間約３万人の観光客が訪れ、海や山でのエコツーリズム
も盛んである。ただし今年は COVID-19の影響により、現在6月
末まで入島自粛要請が出されています（石田厚）。

新入生関連行事について

● 総合地球環境学研究所より奥田昇が4月1日付で准教授とし
て着任しました。

● 研究員の本庄三恵が4月1日付で准教授として着任しました。
● 特定准教授の程木義邦が3月31日に退職しました。
● 中村慎崇・仲畑了・古川沙央里が4月1日付で研究員として採

用されました。
● 後藤晶子が7月1日付で研究員として採用されました。
● 石川奏太が2月1日付で研究員として採用され、3月31日に退

職しました。
● 研究員の河合清定が3月31日付で退職しました。
● 研究員の辻祥子が4月30日付で退職しました。
● 特定研究員の村中智明が3月31日付で退職しました。
● 研究員の大西雄二が3月31日付で退職し、4月1日付で学振特

別研究員として受け入れました。
● ZHENG, Jinsen が4月1日付 で 学振外国人特別研究員 と し

て採用されました。
● 学振特別研究員の伊藤佑・岡野淳一が3月31日付で転出しました。

センター員の異動

JI, Zhou
イーストアングリア大学 ・教授
期間：2020年2月16日〜2020年2月29日
研究テーマ：宿主植物ハクサンハタザオの遺伝子発現デー
タから植物ウイルス感染量を機械学習により推定する研究

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

ZHENG, Jinsen
期間：2020年4月1日〜2022年3月31日
研究テーマ：植物ー菌根共生と自由生活型土壌微生物の相互
作用が変革する窒素循環

2019 年度　中学生、高校生等対象の研修・講習会の報告


